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液相原料から窒化ガリウム結晶を成長させることで、極めて低欠陥密度の単結晶基板を得られ

ることが報告されている[1]。従来提案されてきた液相での窒化ガリウム結晶成長では高圧・高温

下での結晶製造を行なう設備が必用であるために、単結晶基板の低コスト化を困難にする要因と

なっていた。今回の講演では窒化ガリウム単結晶を 1 気圧の窒素雰囲気下で成長させる方法を検

討するために、金属ガリウムに窒化三鉄（Fe3N）および窒化四鉄（Fe4N）を加えた出発原料から

窒化ガリウム微粒子を生成する実験を行なったので報告する。 

 窒化ホウ素製のルツボ中に金属ガリウム（純度 7N）99mol% と窒化三鉄（純度 3N）1mol% を

加えて密閉炉の内部に設置し、流量 3L/min の窒素雰囲気下で 900℃まで加熱した。この状態で 5

時間保持した後に密閉炉の加熱を停止して室温まで冷却を行なった。取り出した試料は王水（硫

酸＋硝酸）によって残存した金属ガリウムや鉄反応物などを溶解し、溶液を濾過・水洗すること

で生成物を分離した。 

 析出した生成物の走査型電子顕微鏡 ( SEM ) 観察写真を Fig.1に示す。得られた生成物は 

直径約 1μm～50μm程度の六角板形状または六角柱形状の微粒子であった。これら微粒子の 

X 線回折（XRD）分析の結果を Fig.2 に示す。リファレンスの窒化ガリウム粉末試薬の X 線回折

パターンと比較したところ、特性回折ピークの位置がほぼ一致した。 
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Fig.1 SEM image of GaN particle Fig.2 XRD profile of GaN particle 
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